
動詞的形容詞と形容詞的動詞

学習者の母語との対照から
りユブリ十 .十人芋

重盛千香 子

1i.はじめに-一一品詞間の境界

Ej本譜を学習する場合も､他のいろいろな言語の学習の場面でも､語桑の習得

においてはそれぞれの単語の統語的ふるまいや形態的変化などによりち - -定の特徴

によってくくられた幾つかの品詞グループに分けて整理していく作業が打わ れ る ｡

どの言語にも--▲般性と例外とが必ずあるものだが､意味的特徴をも考慮に太れ､品

詞分類にのっとって語嚢を学習するのが経済的でもあり､合理的なのである.,寺柑

u982㌧タは､日本語の品詞について ｢品詞間の連続性｣ という節を設けて祝着,73]ように

述べて い る.
i-･I㌔I

､ち､巨∋革請は､去英語などのヨ山口ツパ請と比べると∴文法UT)ほ とんどあ

らゆる面で異なる類の問の連続性が強いのではないか とい う感 じがす る｡

中国語は､その英語との韓立上の類似性がよく話題にされ るけれ ども｢∴ 旨も

なくとも品詞分類を封堪っていえば,日本語と同じような連続性燕強い言語

のように思われる｡朝鮮語もそうであろうO喜一14本譜許き文法を考える過程で

いろいろな分類を程うとき､相似と相違をいわば複線的に考え､どの特徴

を特に優先して当の分類をするのか､なぜある縛徴を他に優先させるのか､

ある類と他の類の境界域に両者のどういう斡徴が共存するのか､などを常

をこ問題意識としてもっていなければならないと考えるo (寺村臓82こ62-6封

日本語教育の場面では､寺村の言う ｢問題意識｣を､学習者の母語や既習 言語 との

比較において特に頻繁に呼び起こすことにより､u本語の習得過程における無駄

(誤用)を少なくする手助けが出来ると考える｡

ここでは､主な品詞のうちの動詞と形容詞に焦点をしぼり､三の二つの境界域に

どんな特徴が共存するかを考える｡また､日本語教育の現場に直接役に克つデ-タ

の蓄積をめざし､まずはじめの手がかりとして､語桑の範囲を初級レベルに限定し､

さらに､筆者が実際に指導に携わっているスロヴェニア語話者の学習場面を考慮し

て､スロヴェニア語の基礎語菜との対照研究を活用する｡

2≡動詞表現､形容詞表現

動詞と形容詞というふたつの品詞に共通の大きな特徴として､どちらも述語にな

り得るという構文機能があるが､これは日本語に限らず､スロヴェニア語やその他

の多くの言語にも見られる特徴である｡また､両品詞の意味特徴を考えた場合､勃

詞は主に行為や現象を表わし､形容詞は状態や属性を表わす､という大きな区別が

あり､これも日本語だけに限ったことではないと患われるO

寺村は､実質語4種 (名詞､ナ形容詞､イ形容詞､動詞)の連続性を次のような

図 (図1)に示しているが､特に､動詞と形容詞の境界城に位置するものとして､

｢ある｣ ｢(日本語が)できる｣ ｢(お金が)要る｣をあげ､これらはその意味が

状態や属性を表わすことを考えれば形容詞に分類できる､としている｡ (寺村
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1982:64)また､この因をよくみると､日本語では ｢憎む∴憎い｣ ｢悲しむ､悲しい｣

など､動詞､形容詞ともに単純語菜として存在する感情表現や､同じ存在表現でも

背走は動詞的､否定は形容詞的に活用する ｢ある､ない｣などがこの境界域の特徴

として見られることがわかる｡

図 1 実質語の分類 (寺柑1982:74より)

いろいろ､別

3.他動性(Transitivity)に関連して

3.1非対格自動詞

日本語では､従来から動詞を他動詞または自動詞のどちらかに分類するというこ

とが行われ､多くの辞書類にも白｡他の別が記載されている｡この二分類の持つ意

義や有効性はここでは論じないが､自動詞､または他動詞の定義づけに関して､

KiT画 1999)は次のように指摘している｡

FromtheviewpolntOfthePTOtOtyPeapproach,itisdifficulttoformulateasing一e

prototypeofintransitivityasopposedtoaprototypeoFtransitivity.プロトタ

にしぼるのは難しい｡(臨 yui999:45 筆者釦

そして､類型論の分野で､自動詞には 二つのタイプがあると言われていることをも

とに､自動詞2種の区別を動作の軸と変化の軸のどちらかに属するものと考えて 2

分類することを提案している｡自動詞の二つのタイプとは､動作の仕手を主語に取

る非能格動詞と､対象物を妄語とし､対応する他動詞がある非対格自動詞の2種で

ある(, perimutter(1978)は非対格性の仮説(unaccusativeHypothesis)を紹介したが､

-44-



この仮定の延長として､Perimutter&Postai(1984)が示した自動詞2類の意味的特徴

は次のようなものである｡ (影山1996:20-2は り)

非能格自動詞

日 意図的ないし意恩的な行為

2)生理的現象

非対格自動詞

日 形容詞ないしそれに相当する状態劫詞

2)対象物を主語に取る劫詞

3)存在ないし出現を表わす劫詞

射 庄感に作用する非意図的な現象

5)アスペク ト勃詞

Per呈mutte頼 978)以来の自動詞に関する翻架は大変興味深いものだが､ここではこれ

昆 最命じない- 筆者が感じていることは､こ釘2種の自動詞のうちの後者､非対格

自数詞が､劫 詞,t)なかでもより形容謝 三近い､つまり動詞と形容詞11:･JT:i境界域に子沼整

するもので あ ろうLとい うことであるcPe呈痛点班を怒号･&㌘ciSは描 9糾)の特徴づけの

H う-W Ep5I)を意味内 容とずる表現群である､｡

弓一望形容詞ElL-=おg/1薫 ｢崩摘鮎性主/1̀l,′ 召uこま･･,pfプ才卜_L､1

･乱 現代スUヴェニア語の 嘉法 務 で は -士 ｢髄 鰍 軌 聯 涌 C3由 り Sを = t_Fa言融 呈vit再発j盲

は 次のように定義されしぎいる,I

喜-asをnOS摘 esed(g呈a画 ov勺画devT赦ov,pove舷ov羽洩 ov～S詞fYiOST.a呈駒を鮭ov＼妻うぬ se

WeSnie喝ejo錘omeT3Skodopo互mji*joい｡bkakempE-edme触 mpr亡n堺iiepe:V{7m菰eタ

sit:Ti坤 e鞘 i,=Tt,-ildenaFJ鉄血opavapyeesoiafe¢Zatakeがag壷 oz-主zrazepTaYim qぬ

ka蒙ejo担 Teb叩 C'血p融 血.目的語を伴うことでその意味を実環する語 (動

詞､形容詞､名詞など)の性質｡ [例]臭い ､雪見草を見つける､大豊.に

うんざりする､金が憎 い ､､サラダ菜の掘り養二,Loこのような助詞その

他の表現について､補語を必要とする､と言う(,(ToynoTi蔓ie且992:2iO-2且且筆

者訳)

つまり､他動性は､日本語でいう劫詞における自他の別だけではなく､形容詞や副

詞､さらに主に動詞などからの派生名詞においてもみられる現象としてとらえられ

ているOたしかに､形容詞は- 一般に状態や属性を表わすと言われる中で､同じ状態

性でも､他者との関係においてはじめて状態を問題に出来るものがいくつもある｡

上記の定義の説明の例で言えば､ ｢うんざりする｣ ｢惜しい｣などは形容詞 (的)

表現であるが､ ｢人生に｣ ｢金が｣などの語が伴わなければ文としてはあまり意味

をなさない｡

日本語の形容詞に関する研究でも､主観的表現と客観的表現の区別によってこの

品詞の下位分類を考える時枝(1950)をはじめ､感情 ･感覚形容詞と属性形容詞では構

文的なふるまいに違いがあることを分類の基準にするべきだという矢釈(1998)など､

どれも形容詞の分類は､上記の広い意味での ｢他動性｣､補語を必要とするかどう

かという問題から発している｡

このように形容詞の側から見てみると､品詞間の連続の中で動詞により近いほう
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に位置する形容詞は､主観的表現に使われるもの､または感情 心感覚形容詞に当た

るものだと考えられる｡

4.初級語桑リストより (日本語とスロヴェニア語の場合)

日本語とスロヴェニア語の第二言語学習者用の語義リストから､それぞれ初級レ

ベルにおける動詞約200語ずつを取り上げて比較対解した｡ (重盛1998)それぞ

れの対訳リストから､形態的に見て､一一一万の言語では動詞表現であるがもう一方の

言語では形容詞表現であるものを以 Fに示す｡参考のため､スロヴェニア語の後に

英訳を添える｡

日本語では動詞_表現_Tiあるが､__スロヴェニア藷では形容詞表現が対応する且墾

(スロヴェニア語の形容詞は繋辞bitil英belの助けを借りて述語になる)

(学校を)休む
二土=>十
.hl･′1,

hlLIJに合=)

(AはBと)違う

見える

要る

bitiodsoten

bit主vesel

bitipravoeasen

bitidrugacen

bitiWiden

bit呈potreben

'tobeabsent'

ytobehappyy

9tobeontime書

'tobedifferentl

9tobevisible甘

†tobeneeded'

茎旦旦三三三盈豊丘基盤鼠義塾モあるが､__日本語では形容詞表現が対応率をもの

hotet五 号towant争 ～たい､欲しい

ljubiti,Fadimeti-toiiket 好きだ

batise 号tofear昌Obeafraidoヂ こわい

上記のリス トから分かることは､まず､日本語にもスロヴェニア語にも ｢形容詞

的動詞｣､つまり､形態的には動詞であるが品詞間の連続では形容詞との境界城に

位置するらしい語義がある､ということだ｡

日本語のリスト､ ｢休む｣～ ｢要る｣を検討すると､どれも典型的な行為を表わ

す動詞ではない｡典型的な行為とは､行為者 (通常人間)がみずからある意図を持っ

て行動することで､ ｢魚をとる｣ ｢町-行く｣などが考えられ､主語 (日本語では

ガ格)が有情物であることが条件になるが､リストにある6語のうち､有情物のみ

が主語にあてはまるのは ｢休む｣と ｢喜ぶ｣だけである｡そのうち ｢喜ぶ｣は感情

表現で､何か外界に主体を喜ばせる原因があって､その原因に影響された主体に喜

ぶという状態が発生する､他動性を伴うものである｡また､ここにあがった ｢休む｣

の場合は､ ｢日曜日はうちでゆっくり休む｣ の意味 (この場合はスロヴェニア語で

も動詞語嚢 poeivatiftorestT)ではなく､本人がいるべきところにいない､という意味

の方で､場所や会合などの背景が文脈に必要であり､意図的に休む (サボる)場合

と､ fLむを得ず欠席する場合の両方が考えられ､微妙なところであるoつぎに､

｢間に合う｣と ｢違う｣は､行為ではなく二つ (以上)のものの関係をあらわす述

語である｡

スロヴェニア藷のリス トでは､3語とも感情､感覚を表わすものがあがっているO

特に'batise守(ニわい)は､意図性のない､受け身的に発生する感覚である｡
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5.初級学習者-の語菜と構文の導入

日本語教育の場面では､これらの動詞､または形容詞の形態的な違いが誤用を招

く恐れがあると考えられる｡初級レベルで導入するこれらの語義は､その意味と同

時にいくつかの典型的な例文を提示し､その構文構造がどんなものであるかに注意
を促す必要がある｡語菜習得の時点から､これらの表現は学習者の母語 (ここでは

スロヴェニア語)における表現とは違った文構造を持つことを知ってもらわなけれ

ばならない｡

現在､リュノ31で-ア大学で日本語を学習しているスロ･ノエニア譜母語 話 者 の 拝

,t､:† 1._!.い',一一-･!-∫/I_.I.I_､ト!' 1--､一′-･･._1_T

文から､ たこ記のリス トにあがった動詞と形容詞の品詞境界域にある語句 の 使 用 を 見

ると､次のような誤用文が見つかった｡

藍豊藍∠迩

率ジャマイカとハワイを 好 き 鼠 た い で す ､j

*私は大好き等東をと り ま す O

ほ しい / ～-たい

*私 は 太と話せのがいちばんほ し汗 です か ill ､ー〆 ､ こ の 勉 強 を え ち び ました｡

豊 盈

*旅 行 するため萎こお金がいられ ますこ､

違 一旦

*それは学生にとって違うです が､､㌔

*冒本の学校の制度はスロベニアの制度と違いで す (/

*大学に入る痔後からとても違い生活が続きます｡

まず､スロヴェニア藷では助詞だが日本語では形容詞の､希望､欲求も好き嫌いを

同時に導入されることが多いが､この二つの使い方の違いを特に念入りに教える必

要のあることが分かる｡特にスロヴェニア語話者を対象とする日本語教育では､ス

ロヴェニア語の副詞radが曲者であるo radimetiは ｢(なにかがう好きだ｣である

が､rad+劫詞 ｢好んで～する､～するのが好きだ｣ という構文もあるため､上記の

ような誤用が生じる｡また､ ｢要る｣の場合は､必要としているモノが必ずガ格で

表現されることをすぐに学習させないと､わざわざ受け身形 ｢*要られる｣ を作る

ような誤用が生じる｡ ｢違う｣の場合は､動詞ではあるが意味が形容詞的であるこ

とと､たまたま五段活用で､イ形容詞と取り違えやすい語形が現われることがあり､
誤用が象<なJlでいスケ.配身っhJスー

文法事項導入の場面で､意味､形態､構文の3拍子をそろえ､どのようにバラン

スをとりながら教えていけば最も無駄を省くことが出来るのか｡どれも､そんなこ

とを考えさせる実例である｡

6.おわりに

会議発表の折､三宅和子さんに､日本の若者のあいだに ｢違かった｣ トー.みたく｣
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などの言い二銅 三増えている､という事実をご指摘いただいた｡ 前者は､ 上の例にも

見たように､ 品詞が動詞であるが意味的には形容詞に近い語桑をその形態的類似性

を利用して形容詞として活用する例であり､後者は､活用しない副詞であるものを

その形態的類似性と経済性が作用して､やはり形容詞として使っている例である｡

第二言語としての日本語学習者だけでなく､母語話者の間にもこのような現象があ

ることを考えると､言語が変容して行くことも忘れてはならないことがわかる｡

ここでは､日本語とスロヴェニア語の例を検討したが､その他いろいろな言語に

おいても､動詞的形容詞､または形容詞的動詞があるだろうと思 う｡そして､それ

らの語は､共通の意味領域を占めるものが多いのではないか｡ 少なくとも､典型的

な行為を表わす語桑が形態的に形容詞だというケースはかなり可能性が低いはずだ｡

反対に､一般的属性を表わす語菜が形態的には動詞だという場合が日本語にはかな

詞で､必ずテイル形で用いられる｡

冒頭に引用したとおり､寺村(1982)は､ヨーロッパ語に比べて日本語のほうが品詞

間の連続性が強いと感じているが､ほんとうにそうなのか､その連続性が強く現わ

れているという証明はどのようにするのか､興味深い問題だと恩 う｡
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